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第４編 東 畑 遺 跡

遺跡略号 ＮＥ―ＨＨ

所 在 地 双葉郡浪江町大字田尻字東畑

調査期間 平成１８年４月１１日～４月２８日

調 査 員 �野 滋夫・林 絋太郎



第１章 周辺地形と調査経過

第１節 遺跡の位置と周辺地形

東畑遺跡は，浪江町東部の田尻・小野田両地区にまたがっている。田尻地区は畑・水田が広がる

なか，旧家が点在する一方で，新興宅地街も見受けられる。浪江町の中心市街地から３�圏内にあ

る近郊地である。小野田地区は国指定伝統的工芸品大堀相馬焼の里である大堀地区と隣接し，現在

でも１軒の窯元が操業している。

田尻地区の地形は，高瀬川によって形成された中位段丘面に相当する。段丘面の標高は４７～５３ｍ

で，緩やかに北から南へ傾斜している。小野田地区の地形は，中位段丘面・低位段丘面に相当し，

各位段丘面の比高差は２８ｍほどである。

平成１８年度調査区は田尻地区の東部で，遺跡推定範囲のほぼ中央部である。調査区は町道と将来

調査分とによって，３箇所に分かれている。調査区の地形はほぼ平坦で，標高は５０．４～５１．３ｍ南か

ら北に緩やかに傾斜している。

東畑遺跡の周辺には，町道に沿った東側に弥生～平安時代の散布地である聖沢遺跡が，北西側に

は陶器の散布地である神内遺跡，縄文・古墳～平安時代の散布地である東前畑遺跡が位置する。北

側５００ｍには大堀相馬焼の窯跡である後田Ａ遺跡がある。 （� 野）

第２節 調 査 経 過

東畑遺跡は，『福島県遺跡分布地図』に土師器・陶磁器の散布地として登録されている。平成８

年度には，福島県教育委員会の委託を受け，財団法人福島県文化振興事業団が分布調査を実施し，

遺跡範囲を再確認したところ１３９，９００�と推定した。

平成１５年度に６，２００�，平成１６年度には１５，８００�を対象とし，福島県教育委員会の委託を受け，

財団法人福島県文化振興事業団が試掘調査を実施した。平成１６年度試掘調査の結果，溝跡を確認し

た。保存面積は１，０００�である。

平成１８年度発掘調査の対象面積は，平成１８年２月に東日本高速道路株式会社東北支社いわき工事

事務所（以下いわき工事事務所と称す）・福島県教育委員会・財団法人福島県文化振興事業団との協

議で，平成２０年度調査予定区の５０�，未調査区の１５０�を除いた８００�が調査対象となった。

４月６日には福島県教育委員会から発掘調査の指示を受け，４月１１日から常磐自動車道いわき工

区に配置された調査員のうち２名を充て，発掘調査を開始した。まず，事務所兼倉庫・作業員休憩

所・トイレ設置後，発掘器材を搬入した。調査は重機による表土剥ぎの後，３箇所の調査区のうち

北側の�区から遺構検出に着手した。併せて，グリッドの設定も行った。�区では溝跡を検出し精
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査を行い。順次�・�区へと溝跡を検出し精査を進めた。４月下旬には溝跡の精査・記録が終了し

た。４月末に調査区の全景写真の撮影を行い，併せて地形測量を実施し発掘調査を終了した。

５月１１日には福島県教育委員会・いわき工事事務所による調査終了確認を行った。終了確認の際

行われた協議により，調査区をすべて埋め戻すことを要請された。このため，５月１６～１８日にかけ

て埋め戻しを実施し，調査区をいわき工事事務所に引き渡した。 （� 野）

第３節 調 査 の 方 法

本遺跡の調査に際しては，遺構の位置や遺物出土地点を明確にするため，世界測地系による国土

座標Ｘ・Ｙ軸に一致させ，一辺１０ｍの方眼を調査区全域に設定し，これをグリッドと呼称した。グ

リッドの番号は，北から南へはアラビア数字で１・２・３・・・１３，西から東へはアルファベット

を用いてＡ・Ｂ・Ｃ・・・Ｇとし，これらを組み合わせてグリッドを表示した。

発掘調査にあたっては，バックホーで表土除去を行った。遺構の精査に当たっては，遺構の特性

や遺構の遺存状態にあわせて，土層観察用の畦を設け，堆積土の状態や遺物の出土状況に留意しな

がら精査記録に努めた。

図化にあたっては，国土座標を基準とし，測点のＸ・Ｙ軸の値を図中に示した。縮尺は，溝跡の

特性から平面図を１／１００縮尺，断面を１／２０縮尺で記録した。遺跡の全体図は１／１００縮尺で行った。

記録写真は３５�判カメラを使用した。モノクロ・カラーリバーサルフィルムを用いて撮影し，同

一コマ同一アングルである。併せて，デジタルカメラも使用した。

調査時の記録・資料は財団法人福島県文化振興事業団で整理を行い，各種台帳を作成して閲覧可

能な状態にした後，福島県文化財センター白河館で収蔵・管理の予定である。 （� 野）

第２節 調査経過
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図２ 遺構配置図・基本土層
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第２章 遺 構

第１節 遺構の概要と基本土層

概 要（図２） 東畑遺跡の調査区は３箇所に分断されていることから，北側から�～�区

と呼称した。検出した遺構は，溝跡・小穴である。出土遺物はない。

基 本 土 層（図２） 平成１８年度調査区の基本土層は４層に区分した。

Ｌ�は現水田耕作土である。Ｌ�は黒褐色土で調査区のほぼ全域にわたって分布している。溝跡

はＬ�を除去した後に検出した。

Ｌ�は褐色土で，溝跡の検出面である。この上面から溝は掘り込まれている。

Ｌ�は黄褐色土で基盤層にあたる。溝跡はこの層を壁面としている。 （� 野）

第２節 溝跡・小穴

１号溝跡 ＳＤ１（図３，写真３）

本溝跡は調査区の中央を南北に縦断し，南北端とも調査区外へと延びている。長軸はほぼ直線で

ある。長さは�区の北端から�区の南端で９８ｍである。断面形は�・�区で「Ｖ」字状をなし，�

区では「Ｕ」字状をなす。溝の幅は１．１～１．７ｍであるが，ほぼ１．５ｍ幅である。溝跡の深さは，０．３

～１．１ｍである。図３で示したように，�区の中央部では掘り残した箇所や，�区の中央部・�区

の南端では深く掘り込んでいる箇所がみられる。

堆積土は６層に区分した。堆積土のいずれにもＬ�が含まれている。堆積土中には砂層・マンガ

ン粒・グライ化層などがないことから，流水や溜水などの痕跡はみられない。

溝跡は底面の起伏が著しいことや堆積土の状況から，水が流れることは困難である。このことか

ら，用水路ではなく区画溝としての機能を考えている。時期は近世以降を考えている。 （� 野）

小 穴 ＧＰ（図３）

小穴は調査区から１１基検出した。その内訳は�区では９基，�区で２基である。平面形は楕円形

を基調としている。規模は径が２０～３８�，深さが１０～４３�で，断面形は「Ｕ」字状である。堆積土

は暗褐色土と黒褐色土とに分かれるが，暗褐色土が多い。柱痕を検出したものはない。 （� 野）

第１節 遺構の概要と基本土層
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第３章 ま と め

平成１８年度調査区で検出した主な遺構は溝跡である。よって，ここでは溝跡について検討する。

溝跡の平面形が直線状に延びていること，断面形が「�」字状であることから，人為的に掘り込

まれて造られた溝である。

以下，溝跡の機能について推測してみる。まず，第１に区画溝であるが１９，０００�を対象として行

われた試掘調査では，溝跡を検出したのみである。このことから，建物に付随する区画溝ではない

ことが分る。次に，他の区画溝の可能性をみてみる。遺跡周辺の住民の話によると，かつて，�区

東側の水田は墓地として利用されていたということである。そのことから，墓地を区画する溝とも

考えることができる。�区にある掘り残し箇所は，出入り口とすることができよう。その類例とし

て，いわき市山ノ内Ｂ遺跡を挙げておく。ここでは近世以降の土坑墓が５６基検出され，土坑墓群を

区画するように溝が一条延びている。

第２に用水路は，第２章第２節で述べたように堆積土からの検討で否定した。しかし，図１を用

いて溝跡を北方向に延長してゆくと，１１０ｍほどで現在の用水路に直交して接する。なお，この用

水路は明治２０年に作成された地籍図に記載されているので，近世からあったものであろう。さら

に，用水路との位置関係を尊重すると，掘り込み途中で放棄された用水路とも考えることができ

る。しかし，溝跡の壁面・底面及び掘り残された箇所をみると，溝としての体裁は整えられている

ので，掘削途中のものではないと考えている。

第３に牧跡であるかどうかを検討する。本溝跡に伴う土手の有無を検証してみる。溝跡付近から

は盛土範囲がなく。さらに，溝跡の検出面から蹄跡も見当たらない。堆積土に含まれるＬ�を掘込

土が流入したものとすると，その割合は少ない。掘込土の流入が少ないことは，土手が叩き締めら

れていて，土の流失が少なかったとすることができるが，土手があったことを確証できるような根

拠がないため，牧跡とすることはできない。

本溝跡からは出土遺物がないため，時期確定は困難である。先に触れた地籍図で調査区を確認し

たところ，溝跡の記載はなかった。このことから，明治以前には埋没していたことが分った。現状

では，本溝跡は近世の墓地に伴う区画施設の可能性を挙げておく。 （� 野）

参 考 文 献

山内幹夫ほか ２０００「山ノ内Ｂ遺跡」『常磐自動車道遺跡調査報告１９』 福島県教育委員会

第３章 まとめ
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１ 調査前近景（南西から）

２ �・�区近景（南東から）
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ａａ ｂｂ

ｄｄ

ｃｃ ｅｅ

３ １号溝跡 ａ �区（南から） ｂ �区（南から）
ｃ �区（北から） ｄ 土層（北から）

ｅ �区細部（北東から）
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うわ だいら

第５編 上平Ａ遺跡
（４次調査）

遺跡略号 ＯＫ―ＵＤ・Ａ

所 在 地 双葉郡大熊町大字大川原字南平

調査期間 平成１８年４月１０日～５月１１日

調 査 員 阿部 知己・�林 真人



第１章 周辺地形と調査経過

第１節 遺跡の位置と周辺地形

上平Ａ遺跡は，浜通り地方中央部の双葉郡内に所在する。行政区分では，双葉郡大熊町大字大川

原字南平に所在し，北緯３７°２２′４６″，東経１４０°５８′４５″に位置する。上平Ａ遺跡は，共に海岸線から

約６�付近に位置し，ＪＲ大野駅から南西に約３�，県道いわき・浪江線から東へ１�の地点に位

置する。大熊町の西半部は，阿武隈山地東縁部の山地で占められる。阿武隈山地の東縁部，太平洋

から西へ約７�の地点には，標高１００ｍの等高線に沿うように双葉断層が南北に縦走し，山地と河

岸段丘地帯の境界をなしている。上平Ａ遺跡は，熊川支流の大川原川右岸にある中位�面とされる

段丘面上に位置し，遺跡の標高は約７４ｍである。上平Ａ遺跡の南側には，標高差約１５ｍの開析谷が

刻まれている。

第２節 調 査 経 過

上平Ａ遺跡は『福島県遺跡地図』や『大熊町史』に登録・記載された周知の遺跡である。平成８

年度に実施された，常磐道自動車道の建設予定地を対象とした表面調査により再確認され，その広

がりは１３２，２００�と提示された（図１参照。福島県教育委員会１９９７）。

平成１４年５月には，常磐自動車道建設地内の一部１０，４００�を対象に試掘調査が実施され，４，８００

�が保存を要する面積とされた（福島県教育委員会２００３）。平成１５年９月には，段丘の南・北側のそ

れぞれ３，０００�・４，１００�を対象に試掘調査が実施され，段丘南側の３，０００�が要保存面積とされた

（福島県教育委員会２００４）。平成１６年９月には，前年度の試掘調査において，要保存範囲から除外さ

れた北側の段丘面および斜面部にも，相当量の縄文土器が散布することが確認された。そのため，

同年に北側の段丘面および斜面部において１，５００�を対象として再度試掘調査を実施した結果，要

保存面積として１，５００�が追加された（福島県教育委員会２００５）。平成１７年８月には，段丘北側の調

査区の発掘調査時の所見から，複数の土坑が南へと続くことを確認したため，関係機関との協議の

上で１，０００�が要保存面積として新たに追加された。平成１７年１０月には，工区が北西へ広げるとい

う工事計画の変更から，同年の発掘調査時の所見から縄文土器を包含する堆積土が西へと続くこと

を確認していたため，段丘北側の調査区のうち，北西側斜面部について５１０�が要保存面積として

追加された。平成１７年までの試掘調査及び工区拡張等によって提示された，常磐自動車道建設地内

における保存を要する上平Ａ遺跡の面積は，合計１０，８２０�である。

発掘調査については，平成１４年の１次調査には段丘南側の３，３００�，平成１６年の２次調査では段

丘南側を中心に２，５５０�，平成１７年の３次調査では同一段丘面上で南・北側に分かれた３箇所の調
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図１ 上平Ａ遺跡調査区位置図
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査区について合計３，３４０�を対象として実施された。今回，平成１８年の４次調査では，段丘南側に

ある町道部分にあたる３７０�を対象として実施した。平成１８年までに上平Ａ遺跡において実施した

発掘調査の面積は合計８，０５０�である。以下に，調査の概要を記す。

発掘調査に先立って，平成１８年３月１６日と，３月３０日の両日には，工事に伴い調査範囲の用水路

の付け替え作業のため，保存範囲の一部について掘削が必要となった。このことから，福島県教育

委員会の立会いのもと，工事が実施された。その結果３月１６日に実施した掘削箇所は，平成１８年の

調査区に接した町道北側の２箇所である。掘削規模は，幅１２０～１７０�，長さ１１０～１３０�，現地表か

らの深さ５０～７０�，縄文時代の遺構検出面である黄褐色土（Ｌ�）上面より下１５～２０�まで掘削が及

んだ。掘削箇所からは縄文時代の土器片計１０点とともに，木炭が出土した。２箇所の掘削箇所のう

ち１箇所は，平成１４年の１次調査時に確認した１号木炭窯跡（ＳＣ１）の未調査部分付近であったこ

とから，その一部が掘削され木炭が出土したものと考えている。

３月３０日に実施した掘削箇所は，面積４００�の未調査区南縁と工区部分の東縁の計２箇所である。

掘削規模は，幅１００�，長さ３～１４ｍ，現地表からの深さ６０�，縄文時代の遺構検出面である黄褐

色土（Ｌ�）上面より上５�程浅いところで掘削が止まった。２箇所の掘削箇所からは遺構は確認さ

れず，Ｌ�の漸移層である褐色土（Ｌ�）中から縄文土器片５点が出土した。

４月１０日，調査員２名が現地に赴き，調査区の確認や関係機関への挨拶，そして発掘器材等を搬

入した。４月１３日から，３７０�のうち西側の調査区のみを対象に重機による表土剥ぎに着手し，平

成１８年の発掘調査を開始した。この部分は，平成１４年の１次調査区と平成１６年の２次調査区に接し

ている。４月１７日から１７名の作業員を投入し，本格的に遺構の確認・精査作業を開始した。西側の

調査区については，基盤層である黄褐色土（Ｌ�）上面での遺構検出および，縄文土器を包含する黒

色土の掘り込みが進み，３基の土坑と，平成１６年の２次調査時に南側半分のみの調査を終了してい

た２２号住居跡（ＳＩ２２）を確認した。４月１８日からは，残りの東側の調査区（７０�）を対象として重機

による表土剥ぎを開始し，翌日からは遺構の確認作業を実施した。その結果，東側の調査区から

は，平成１４年の１次調査時に北側半分の調査を終了していた２５号土坑（ＳＫ２５）の南側部分を確認し

た。東側の調査区の黄褐色土（Ｌ�）の上には盛土が厚く堆積していた。４月２５日には東側の調査区

の調査・記録の作成が終了した。東側の調査区については，現地表から基盤層Ｌ�までの深さが１

ｍほどで，降雨のたびに雨水が溜まっていたため，関係機関と協議した上で，４月２６日には西側の

調査区の終了を待たずに埋め戻しを実施した。

５月上旬には西側の調査区について再度検出作業を実施し，掘り残しが無いことを確認した。５

月８日には平成１８年度の発掘調査をすべて終了した。５月１１日に福島県教育委員会・財団法人福島

県文化振興事業団と東日本高速道路株式会社東北支社いわき工事事務所による現地の終了確認を実

施した。同日から西側の調査区については埋め戻しを行い，現地を引き渡した。平成１８年度の上平

Ａ遺跡の発掘調査で新たに検出した遺構は，土坑３基，遺物包含層約３００�で，発掘調査に要した

日数は延べ２１日である。平成１８年度に実施した発掘調査面積は３７０�である。

第２節 調査経過
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上平Ａ遺跡内の２期線の工事範囲とされた予定路線については，発掘調査を実施していない（図

１・２参照）。未調査区として今後も残される箇所については，段丘南側調査区では南・東側に４００

�と４６０�の２箇所，３次調査を行った段丘北側調査区では４００�の１箇所である。合わせて３箇所

の調査区，合計１，２６０�が調査未了のままとなっている。未調査区の面積値については，平成１９年

１月に福島県教育委員会によって整理・修正された。

第３節 調 査 の 方 法

平成１８年度に調査を実施した上平Ａ遺跡では，以下に基づいて行った。

グリッド設定は，平成１４年度に実施した１次調査の基準を踏襲し，日本測地系公共座標第�系に

一致させた。グリッドの一辺は１０ｍ方眼を単位とした。個別のグリッドは，東西方向に西から東へ

アルファベットＡ・Ｂ…，南北方向に北から南へ算用数字で１・２…とし，両者を組み合わせて，

Ｄ６グリッド，Ｆ８グリッドなどと呼称している。

基準線の設定については，遺構の平面図を作成するに際しては，各グリッドを１ｍの方眼に分割

し，これを基準線とした。基準線の座標上の位置については，各グリッドの北西端部を原点（Ｅ０，

Ｓ０）とし，ここから東へ１ｍ行くごとにＥ１～９，南へ１ｍ行くごとにＳ１～９として表した。

これにそれぞれのグリッド番号を組み合わせて，調査区域内全ての基準線の座標位置を表示した。

例えば，Ｆ１０－Ｅ２・Ｓ９とは，Ｆ１０グリッドの北西端の杭から，東に２ｍ，南に９ｍ離れた場所

を示している。

遺構外の遺物については，１０ｍグリッドを４分割した一辺５ｍの方眼ごとに取り上げた。この４

分割した方眼は，北西から時計回りに「１～４」と番号を付し，例えば，Ｄ８グリッドの４番目の

マスから出土した場合，「Ｄ８－４」と表示し，併せて遺物の出土層位も付した。層位名を付す際

は，基本層位はローマ数字を用いてＬ�・Ｌ�と表した。遺構内堆積層は，算用数字を用いて�１

・�２と表した。

「発掘作業」，「遺構の掘り込み作業」，「調査の記録」，「出土遺物・記録類の保管」については，

第１編第３節で前述したことと同様に実施した。 （阿 部）

第２章 遺 構 と 遺 物

第１節 遺構の分布と基本土層

遺構の分布（図２，写真１・２）

上平Ａ遺跡の４次調査において新たに検出された遺構は，土坑３基である。今回報告する２２号住

居跡については平成１６年の２次調査時に確認された続き部分で，２５号土坑についても平成１４年の１

第５編 上平Ａ遺跡
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次調査時に確認した部分の続き

部分である。平成１８年の４次調

査で確認した土坑数に，平成１４

年の１次調査と，平成１６年の２

次調査そして平成１７年の３次調

査時に検出した遺構を合わせた

数は，竪穴住居跡３５軒，竪穴状

遺構３基，土坑９７基，集石遺構

５基，焼土遺構２基，製鉄炉跡

３基，木炭窯跡３基と小穴であ

る。図２には，平成１４・１６・１７

年度の調査成果を合わせて段丘

南側の調査区を示した。

平成１４年の１次調査では，段

丘南側の調査区を対象とした。

１次調査時には，縄文時代前期

の遺構が馬蹄形状に分布するこ

とが確認され，中央には遺構が

ほとんど作られない広場的な空

間があることが指摘された。し

かし，図２に示した平成１４・１６

・１７年調査区の等高線の状態か

ら判断すると，１次調査区にお

いては，圃場整備等の工事に

伴ってＬ�が上面から２０�程削

り取られていることが考えてい

る。上平Ａ遺跡の占地する段丘

上は，現状でほぼ一様な平坦面

であるが，調査区のほぼ中央に

は，東西に走る幅６０ｍほどの緩

やかな尾根地形が見られ，決し

て段丘上が一様な平坦面ではな

かったことが推定できそうであ

る。遺構はこの緩やかな尾根地 図２ 遺構配置図

第１節 遺構の分布と基本土層
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形の部分に営まれている。１次調査において広場と推定された部分については，ここが尾根に相当

するために圃場整備に際してより大きく削平され，遺構が失われたことにより，一見広場のように

見えていた可能性が高い。

平成１６年の２次調査では，１次調査区南側の段丘縁辺部周辺を対象とした。ここからは１次調査

区と同様，縄文時代前期の遺構の分布を確認した。段丘南端付近には，南東から北西に向かって入

る浅い谷があることが新たに確認された。この谷は集落の営まれた縄文時代前期には，ほとんど埋

まってしまい，ごく浅い窪地であった。この浅い窪地を縄文時代前期の人々が，集落の南限として

意識していたことがうかがわれる。また，段丘南端付近には，平安時代の竪穴住居跡や同時期の鉄

生産に関連する遺構も確認された。

平成１７年の３次調査では，段丘の南・北側に分かれた２箇所の調査区を対象とした。このうち，

段丘南側の調査区においては，２次調査区と同様に，縄文時代前期の遺構の分布を確認した。ま

た，２次調査区から北に約９０ｍ離れた，段丘北側の調査区については，段丘北端付近からは縄文時

代後期の土坑群を，段丘北側の斜面裾部においては縄文時代後期の竪穴住居跡とともに遺物を包含

した堆積層（Ｌ�）を確認した。段丘北側における縄文時代後期の遺構の分布は，その北側に隣接す

る上平Ｂ遺跡へと続いてゆくことが確認された。

平成１８年の４次調査では，１・２次調査区に挟まれた町道の一部分を対象とした。遺構と遺物

は，主に調査区西側から確認され，１・２次調査に引き続き縄文時代前期の遺構と遺物包含層の分

布を確認した。町道部分の堆積土のほとんどは盛土で，並行した轍の痕跡が基盤層である黄褐色土

（Ｌ�）上面まで及んでいた。このことから，以前の町道は，荷車が往来できる程度の幅３ｍの浅い

溝状に掘削されていたことが考えられる。２２号住居跡の北側半分は，この轍により壊されていた。

基 本 土 層（図３，写真３）

平成１８年度に発掘調査を実施した段丘南側の町道部分については，道の改変等に伴って削平さ

れ，盛土を含めた表土の下に，基盤となる黄色土（Ｌ�）が堆積していた。

表土の下まで掘削の及ばなかった北側の部分からは黒褐色土（Ｌ�），その下に褐色土（Ｌ�）を

所々確認できた。４次調査区の土層については，１～３次調査で示された基本土層の一部と概ね一

致し，今回もＬ�～Ｌ�に５区分して調査を進めた。しかし，今回の４次調査区からは砂礫層（Ｌ

�）を確認できなかった。以下では，基本土層の観察を実施した，図３の土層断面Ａ－Ａ’とＢ－

Ｂ’部分の成果を中心に記載する。なお，図３の土層断面中の太線はＬ�の上面を示している。

Ｌ�は，盛土を含めた表土で，町道の造り替えによる地形の改変が著しい。Ｌ�は，色調の違い

からａ～ｃの３つに分けられ，層厚は５０～９０�ほど堆積し，縄文時代前期の遺物をわずかに包含し

ている。ほとんどの部分でＬ�下に基盤となる黄褐色土（Ｌ�）が堆積していた。並行した２条の轍

がＬ�上面まで及んでいたことから，以前の町道は，荷車が往来できる程度の幅３ｍの浅い溝状に

掘削されていたことが考えられる。その後，現況まで溝状の道の補修や埋め戻しを繰り返し使用さ

れたと考えている。
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　基本土層�
ＬⅠａ　黒褐色土　１０ＹＲ２/３（表土・盛土）�
ＬⅠｂ　暗褐色土　１０ＹＲ３/４（盛土）�
ＬⅠｃ　黒褐色土　１０ＹＲ２/３（盛土）�
ＬⅡ　　黒褐色土　１０ＹＲ３/３（圃場整備以前の旧表土）�
ＬⅢ　　褐色土　　１０ＹＲ４/４（ＬⅣ粒少量）�
ＬⅣ　　褐色土　　１０ＹＲ５/６（ＬⅤ砂礫微量）�

Ｌ�は，黒褐色土の圃場整備以前の旧表土である。主に西側の調査区に堆積し，層厚は１０～４０

�，土中には縄文時代前期の遺物を包含している。このＬ�は，南側の２次調査区及び工区の外側

へと続き，良好な遺存状態で堆積し，東側の調査区では確認できていない。

Ｌ�は，主に西側の調査区において確認できた褐色土で，Ｌ�への漸移層である。層厚は最大２０

�ほど，東側の調査区では確認できていない。比較的多くの縄文時代前期の遺物を包含している。

西側の調査区のＬ�の遺存状態はこれまでの調査区の中で最も良好であった。

Ｌ�は，ほぼ全域に堆積した粘土質の黄褐色土で，無遺物層である。場所によっては，下層に堆

積した砂礫層（Ｌ�）への漸移層が表出した部分もある。遺構との関係は，縄文時代前期の竪穴住居

跡や土坑は，漸移層の上面でおおよその形を知ることができる。

Ｌ�はＬ�の下に堆積する黄褐色から白色の砂礫層で，段丘の基盤をなす堆積物であるが，今回

の調査区からは確認されていない。

第２節 縄文土器の分類

平成１８年度に調査を実施した，上平Ａ遺跡の調査報告書を作成するにあたり，出土した縄文土器

について，以下のように分類した。なお分類については，『常磐自動車道遺跡調査報告４１』序章第

５節において示されたものを踏襲した。

�群土器…縄文時代早期の土器

１類…沈線文系土器

２類…条痕文系土器

�群土器…縄文時代前期の土器で，口縁部から頸部にかけて文様帯が巡るもの。

１類…縄圧痕文を主文様とするもの

２類…集合沈線で文様を描くもの

図３ 基本土層
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３類…頸部に段を有するもの

４類…連続する刺突文・爪形文で文様を描くもの

５類…相互刺突文を施すもの

６類…沈線文で文様を描くもの。文様に小瘤を貼付したものも本類とした

７類…沈線文や連続刺突文により区画された重層ループ文を主文様とするもの

８類…沈線文によりコンパス文を描くもの

９類…地文上に連続刺突文を数列加えるもの

１０類…重層ループ文により文様を施すもの。または，地文間に無文部を残すもの

１１類…口唇部にのみ装飾を加えるもの

１２類…口縁上端部にのみ装飾を加えるもの

１３類…平行沈線文を施すもの

１４類…１～１３類以外の土器

�群土器…縄文時代前期の土器で，地文のみの土器

１類…１段撚りの原体で斜行縄文を施すもの

２類…２段撚りの原体で斜行縄文を施すもの

３類…非結束羽状縄文を施すもの

４類…結束第１種原体で羽状縄文を施すもの

５類…ループ文を施文するもの

６類…複節斜縄文を施すもの

７類…組紐文を施すもの

８類…異節斜縄文を施すもの

９類…異条縄文を施すもの

１０類…斜位や横位の撚糸文を施すもの

１１類…網目状撚糸文を施すもの

１２類…底部が少しでも確認できるものを一括した。底部に施された文様で細別した

ａ種…斜縄文を施すもの

ｂ種…ループ文を施すもの

ｃ種…組紐文を施すもの

ｄ種…半截竹管による刺突文を施すもの

ｅ種…先端が平坦な工具による刺突をもつもの

ｆ類…先端が棒状の工具による刺突をもつもの

ｇ種…無文のもの

ｈ種…分類が不明なもの

ｉ種…底部の形状が尖底を呈するもの

第５編 上平Ａ遺跡
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１３類…無文のもの

１４類…１～１２類以外の土器

�群土器…縄文時代中期の土器

１類…大木８ａ～８ｂ式土器

２類…大木９～１０式土器

３類…加曽利Ｅ式土器

４類…その他・不明

�群土器…縄文時代後期前葉の土器

１類…口縁部突起

２類…縄文地に沈線で蕨手文や波状文を描くもの

３類…磨消縄文手法で文様を描くもの

ａ種…縄文帯や無文帯の幅が広かったり，区分がルーズなもの

ｂ種…幅の狭い縄文帯や無文帯で文様を描くもの

４類…多条の沈線で文様を描くもの

５類…粗文のもの

ａ種…円形の小突起を有するもの

ｂ種…口縁部に横位の沈線や隆線がめぐるもの

ｃ種…縄文の施されるもの

ｄ種…押捺を加えた隆線がめぐるもの

ｅ種…条線文の施されるもの

ｆ種…無文

６類…その他・不明なもの

�群土器…上記に含まれない縄文土器

１類…縄文時代後期中葉～末葉の土器

２類…縄文時代晩期の土器

３類…その他・不明 （阿 部）

第３節 竪 穴 住 居 跡

上平Ａ遺跡の４次調査では，竪穴住居跡を新たに確認することはできなかった。今回精査したＳ

Ｉ２２については，平成１６年の２次調査時に南側の調査を実施しており，今回は残りの北側半分の精

査を実施した。１～４次調査で確認された竪穴住居跡の棟数は，合計３５軒を数える。この内，ＳＩ

１８は平安時代，ＳＩ２５は縄文時代中期末葉，そしてＳＩ３５・３６の２軒は縄文時代後期前葉の竪穴住

居跡である。残りの３１軒は，すべて段丘南側調査区で確認された縄文時代前期前葉の竪穴住居跡で

第３節 竪穴住居跡
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１　黒褐色土　１０ＹＲ３/２（炭化物微量）�
２　褐色土　　１０ＹＲ４/４（ＬⅣ粒多量）�

Ｌ
Ⅳ
�

ある。

２２号住居跡 ＳＩ２２

遺 構（図４，写真３・４）

本遺構は，段丘南側調査区のほぼ中央の平坦面に立地し，Ｈ１６・１７グリッドにまたがって位置し

ている。本遺構の南半分については，平成１６年度の２次調査時に精査し，報告している。遺構図に

ついては，２次調査時とあわせて図化した。小穴（Ｐ）の番号については，２次調査時とは別に番号

を振り直している。

本遺構は，Ｈ１６・１７グリッドにまたがって位置し，Ｌ�状面で検出した。南東側の壁の一部を残

しほとんどが，道の改変や轍などにより壊されていた。平面形は南北に長い不整隅丸方形を呈して

いたものと考えられ，規模は，残存する南東壁から床面の北東側まで約３００�，東・西方向約２９０

�，検出面から床面までの深さが９�を測る。周壁は，南壁が急角度で立ち上がり，その他の壁は

壊されていて不明である。床面は若干凹凸が見られるが，おおむね平坦で，踏み締まりは認められ

なかった。床面からは１０個の小穴（Ｐ１～１０）を確認した。いずれも平面形は円形で，直径１３～２８

図４ ２２号住居跡
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�，床面からの深さは５～５０�を測る。その内，Ｐ１は床面のほぼ中央にあり，床面からの深さが

５０�で，その位置と深さから主柱穴であったと考える。その他の小穴は，Ｐ９・１０が中央寄りに，

残りの７個の小穴（Ｐ２～８）は壁際で確認できた。

遺構内堆積土は２層に区分した。�１は黒褐色土で炭化物を微量含む。�２は褐色土である。

今回の調査部分からは，出土遺物は確認できなかった。

ま と め

本遺構は，不整隅丸方形の竪穴住居跡で，ほぼ中央に主柱穴を１基確認した。西・南東側の壁際

の３基の柱穴（Ｐ３～５）は，壁柱穴の可能性が考えられる。所属時期は，住居跡の平面形と平成１６

年の２次調査時の出土遺物から判断して，縄文時代前期前葉と考えている。 （� 林）

第４節 土 坑

上平Ａ遺跡４次調査では，新たに３基の土坑を確認した。ＳＫ２５については，平成１４年の１次調

査時に北側の調査を実施しており，今回は残りの南側半分の精査を実施した。１～４次調査で確認

された土坑数は，合計９７軒を数える。この内，５０基の土坑が段丘南側の調査区で確認された。

２５号土坑 ＳＫ２５（図５，写真４）

本遺構は，東側の調査区のＪ１４グリッドに位置している。北側半分は平成１４年の１次調査時に精

査し，報告している。遺構図については，１次調査時とあわせて図化した。

本遺構はＳＣ１と重複し，土坑のほうが古い。遺構検出面はＬ�上面である。平面形は南北に長

い楕円形を呈し，長軸方位はＮ５°Ｗである。規模は上端で長軸１４５�，短軸１０４�，検出面からの

深さは４１�を測る。周壁は東壁以外では緩やかな角度で立ち上がる。東壁では，ほぼ垂直に近い角

度で立ち上がっている。遺構内堆積土は，大半が１次調査時に掘削されていたため，今回の調査で

は黒褐色土のみを確認した。土坑内からは，遺物は出土しなかった。

本土坑については，楕円形の土坑であるということだけが確認されたが，機能については不明で

ある。時期については，出土遺物がないため特定することは難しく，重複関係からもＳＣ１よりも

古い土坑としか分からない。

１０４号土坑 ＳＫ１０４（図５・６，写真４）

本遺構は，西側の調査区のＧ・Ｈ１７グリッドにまたがって位置し，Ｌ�上面で検出した。平面形

は東西に長い不整楕円形を呈し，長軸方位はＮ９７°Ｗである。規模は上端で長軸２０８�，短軸１０８�，

検出面からの深さは４７�を測る。周壁はいずれも急角度で立ち上がる。底面はおおむね平坦である

が，西側が若干低くなっている。遺構内堆積土は５層に分けた。�１・�３・�５は黒褐色土で炭

化物を微量含んでいる。特に人為堆積を示すような所見は得られなかった。

第４節 土 坑
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　２５号土坑堆積土�
１　黒褐色土　１０ＹＲ３/２（ＬⅣ粒・３～５㎜大炭化物微量）�

　１０５号土坑堆積土�
１　黄褐色土　１０ＹＲ５/６（ＬⅣ粒多量）�
２　暗褐色土　１０ＹＲ３/３（３～５㎜大炭化物微量）�
３　褐色土　１０ＹＲ４/４（ＬⅣ粒少量）�
４　暗褐色土　１０ＹＲ３/４（ＬⅣ粒微量）�
５　暗褐色土　１０ＹＲ３/４（ＬⅣ粒微量）�
�

　１０６号土坑堆積土�
１　褐色土　１０ＹＲ４/４（ＬⅣ粒微量）�
２　にぶい黄褐色土　１０ＹＲ４/３（炭化物微量）�
３　暗褐色土　１０ＹＲ３/３（炭化物微量）�
４　褐色土　１０ＹＲ４/６（ＬⅣ粒微量）�
５　にぶい黄褐色土　１０ＹＲ４/３�
６　黄褐色土　１０ＹＲ５/８（ＬⅣ塊・粒多量）�

　１０４号土坑堆積土�
１　黒褐色土　１０ＹＲ３/１（ＬⅣ粒・炭化物微量）�
２　暗褐色土　１０ＹＲ３/３�
３　黒褐色土　１０ＹＲ２/２（炭化物微量）�
４　暗褐色土　１０ＹＲ３/３（炭化物微量）�
５　黒褐色土　１０ＹＲ３/２（ＬⅣ粒・炭化物微量）�
�

Ａ�

図５ ２５・１０４～１０６号土坑
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０�
６（ＳＫ１０６�３）Ⅲ７�

２（ＳＫ１０５�２）Ⅲ１�
３（ＳＫ１０６�３）Ⅲ５� ４（ＳＫ１０６�６）Ⅲ３�

５（ＳＫ１０６�６）Ⅲ３�

１（ＳＫ１０４�３）Ⅲ１４�

１０㎝�
（2/5）�

本遺構から，縄文土器片が２点出土した。図６－１は深鉢形土器の胴部片で，外面の施文は摩滅

し確認しにくいが，胎土中に繊維が含まれていた。

本遺構は，不整楕円形の土坑であることだけが確認できたが，機能については不明である。時期

については，出土遺物から縄文時代前期に所属するものと考えている。

１０５号土坑 ＳＫ１０５（図５・６，写真４）

本遺構は，西側の調査区のＦ１７・１８グリッドにまたがって位置し，Ｌ�上面で検出した。平面形

は隅丸方形を呈し，南東側の壁上部は崩落している。規模は上端で，１辺８９～９４�，検出面からの

深さは２９�を測る。周壁は急な角度で立ち上がり，底面は平坦であった。遺構内堆積土は５層に分

けた。�１・３～５に周壁の崩落と考えているＬ�粒が含まれていることから，自然堆積と考えて

いる。

本遺構の�２中から，縄文土器片が１点出土している。図６－２は，深鉢形土器の胴部片で，外

面に斜縄文を施している。

本遺構は，隅丸方形の土坑で，その機能を特定することは難しい。時期については，出土遺物か

ら縄文時代前期前葉頃の所産と考えている。

１０６号土坑 ＳＫ１０６（図５・６，写真４）

本遺構は，西側の調査区のＦ１８グリッドに位置し，Ｌ�上面で検出した。平面形は東西に長い不

整楕円形を呈し，長軸方位はＮ６１°Ｅである。規模は上端で，長軸１５３�，短軸１４６�，検出面から

の深さは４２�を測る。周壁はいずれも下部がオーバーハングして立ち上がり，底面はおおむね平坦

である。遺構内堆積土は６層に分けた。�１・２・４～６には周壁の崩落と考えているＬ�ブロッ

クが含まれていることから，自然堆積と考えている。

本遺構から，縄文土器片が８点出土した。図６－４・５は同じ深鉢形土器の胴部片で，外面には

非結束の羽状縄文が施される。図６－６も深鉢形土器胴部片で，組紐文を施している。

本遺構は，形態から貯蔵穴と考えている。時期については，出土遺物から縄文時代前期前葉頃の

所産と考えている。 （� 林）

図６ 土坑出土遺物

第４節 土 坑
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第５節 遺 物 包 含 層

上平Ａ遺跡の４次調査では，西側の調査区において遺物包含層を確認した。東側の調査区では，

道の改変が著しく，遺物包含層にあたるＬ�またはＬ�がすでに失われていた。今回の調査では，

基本土層Ｌ�～�の５層のうち，Ｌ�～�層に区分し調査を進めた。これらの層については第２章

第１節で報告した。

また，遺構外出土遺物については，１０ｍグリッドを４分割した一辺５ｍの方眼ごとに取り上げ

た。この４分割した方眼は，北西から時計回りに「１～４」と番号を付し，例えば，Ｋ８グリッド

の４番目のマスから出土した場合，「Ｋ８－４」と表示し，併せて遺物の出土層位も付した。

以下では，包含層から出土した遺物について報告するが，表土や撹乱穴等の中から出土した遺物

についても本節で扱う。

遺物の出土状態（図７）

上平Ａ遺跡の４次調査で出土した土器は，点数は４８４点である。この中で主体を占めるのは１～

３次調査と同様に�・�群とした縄文時代前期前半の深鉢形土器片である。今回の調査でも，前回

の調査同様，�・�群土器以外の土器がほとんど含まれていなかった。４次調査において，西側の

調査区で確認した�・�群土器の堆積層ごとの出土量は，Ｌ�が２６７点，Ｌ�は１７６点であった。図

７には１次調査時からの土器出土量の平面分布図を示した。西から南東に向かって次第に出土量が

減少する傾向とともに，４次調査区周辺のＬ�・�の遺存状況が良好であったため，今回の調査区

周囲の土器出土量が多いことが分かる。なお，前回の調査と同様に，包含層の掘り込みに際しては

主として唐鍬を使用したため，石鏃等小型の遺物については，サンプリングエラーが生じた可能性

がある。

遺 物（図８～１１，写真５）

� 群 土 器 図８－１の口縁部片は１類に分類され，縄圧痕と刺突文そして円形刺突文を施して

いる。４類には円形刺突文を施すもの（図８－２）と，連続爪形文または刺突文を施すもの（図８－

３）がある。図８－４・５は，７類の口縁部片で，重層したループ文地に，口縁端部に縦長のス

リットを，その下位には半截竹管で山形文を施している。図８－６～２３は１０類で，重層したループ

文により文様を描いている。同図１４・１５・１７～１９・２１・２２はループ文の間に幾何学的な無文帯を配

し加飾している。

� 群 土 器 �群土器は地文のみを施すものである。図８－２４～３０・３３～３５，図９－１～６は１

類に分類され，外面に斜縄文のみを施している。図９－１は補修孔を穿った破片，図９－５・６は

底部片である。同図５・６の底面については遺存状況が悪く調整が不明である。図９－２９・３０は２

第５編 上平Ａ遺跡
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Ｅ�

１２� １３� １４� １５� １６� １７� １８� １９� ２０� ２１� ２２� ２３� ２４�

総数　3,500点�
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０� １０㎝�
（2/5）�

１（Ｅ１８‐２ＬⅢ）Ⅱ１�
�

６（Ｇ１７‐４ＬⅡ）Ⅱ１０�
�

７（Ｅ１８‐２ＬⅢ）Ⅱ１０�
�

８（Ｅ１８‐２ＬⅢ）Ⅱ１０�
�

９（Ｅ１８‐２ＬⅡ）Ⅱ１０�
�

１０（Ｅ１９‐１ＬⅠ）Ⅱ１０�
�

１１（Ｅ１９‐１ＬⅠ）Ⅱ１０�
�

１６（Ｆ１８‐１ＬⅡ）Ⅱ１０�
� １７（Ｅ１９‐１ＬⅠ）Ⅱ１０�

�

１８（Ｉ１５‐２撹乱）Ⅱ１０�
�

１９（Ｅ１８‐２ＬⅡ）Ⅱ１０�
� ２０（Ｅ１８‐１ＬⅠ）Ⅱ１０�

�

２１（Ｅ１８‐２ＬⅢ）Ⅱ１０�
�

２６（Ｇ１７‐１・４ＬⅡ・Ⅲ）Ⅲ１�

３０（Ｆ１８‐４ＬⅢ）Ⅲ１�

３４（Ｇ１７‐４ＬⅡ）Ⅲ１� ３５（Ｇ１７‐４ＬⅢ）Ⅲ１�

３１（Ｆ１８‐１ＬⅢ）Ⅲ５�

３２（Ｅ１８‐２ＬⅡ）Ⅲ５� ３３（Ｅ１８‐４ＬⅡ）Ⅲ１�

２７（Ｇ１７‐１ＬⅡ）Ⅲ１� ２８（Ｅ１８‐２ＬⅡ）Ⅲ１� ２９（Ｅ１８‐２ＬⅢ）Ⅲ１�

２２（Ｅ１８‐２ＬⅡ）Ⅱ１０�
�

２３（Ｅ１８‐３ＬⅡ）Ⅱ１０�
� ２４（Ｆ１７‐３ＬⅢ）Ⅲ１�

�

２５（Ｅ１８‐２ＬⅢ）Ⅲ１�

１２（Ｆ１８‐１ＬⅡ）Ⅱ１０�
� １３（Ｇ１７‐２ＬⅢ）Ⅱ１０�

�

１４（Ｆ１８‐１ＬⅡ）Ⅱ１０�

１５（Ｆ１８‐１ＬⅡ）Ⅱ１０�

２（Ｆ１８‐２ＬⅡ）Ⅱ４�
�

３（Ｅ１８‐２ＬⅡ）Ⅱ４�
�

４（Ｅ１８‐２ＬⅢ）Ⅱ７�
�

５（Ｆ１８‐１ＬⅡ）Ⅱ７�
�

図８ 遺物包含層出土遺物（１）
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１（Ｇ１７‐１ＬⅡ）Ⅲ１�
�

６（Ｆ１８‐４ＬⅡ）Ⅲ１�
�

７（Ｅ１８‐２ＬⅢ）Ⅲ５�
�
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９（Ｇ１７‐４ＬⅡ）Ⅲ３�
�

１０（Ｅ１８‐３ＬⅢ）Ⅲ３�

１５（Ｇ１７‐１ＬⅡ）Ⅲ３� １６（Ｅ１９‐１ＬⅠ）Ⅲ５�
１７（Ｆ１８‐２ＬⅡ）Ⅲ５�

１８（Ｉ１５‐２撹乱）Ⅲ５�

１９（Ｉ１５‐２撹乱）Ⅲ５�
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２７（Ｇ１７‐４ＬⅢ）Ⅲ７�

２８（Ｆ１８‐１ＬⅡ）Ⅲ７� ２９（Ｇ１７‐４ＬⅢ）Ⅲ２�
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�

図９ 遺物包含層出土遺物（２）
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０� １０㎝�
（2/5）�

０� ２０㎝�
（1/5）�

1

2～9

１（Ｅ１９‐１ＬⅠ）Ⅳ１�
口径：（２４.８）㎝�
器高：［２０.９］㎝�
�

２（Ｅ１８‐２ＬⅢ）Ⅳ１�

３（Ｅ１８‐４ＬⅡ）Ⅳ１�

４（Ｅ１８‐３ＬⅢ）Ⅳ１�

６（Ｇ１７‐２ＬⅢ）Ⅳ１�
７（Ｅ１８‐１ＬⅡ）Ⅴ５ｆ�

８（Ｆ１８‐１ＬⅡ）Ⅴ５ｅ� ９（Ｇ１７‐３ＬⅡ）Ⅴ３ｂ�

５（Ｆ１７‐３ＬⅢ）Ⅳ１�

類で，綾絡文が施されている。綾絡文については，上平Ａ遺跡の平成１４年度調査報告書で２類に含

めていることから踏襲した。図９－９～１２・１４・１５は３類に分類され，非結束の原体により羽状縄

文を施している。図９－１３は４類で，結束原体により羽状縄文を施している。図８－３１・３２，図９

－７・８・１６～２１・２４は５類で，ループ文を施している。図９－２２・２３・２５～２８は，７類で組紐文

が施され，同図２８には重層するループ文と無文帯を組み合わせて文様を構成している。

� 群 土 器 図１０－１～５は１類で，大木８ｂ式の深鉢形土器と考えている。同図１は，平成１６

年の２次調査の時にも同形の破片が出土している（松本２００５．第１編図３３－２５～２８）。同図１の口縁

部下端には押捺を加えられ，頸部には小さな把手を貼り付け，その両側には隆線で幅狭い楕円形文

を描いている。同図２～４胴部には縦位の斜縄文を施している。同図５は渦巻文を施されている。

� 群 土 器 図１０－７～９は，１類に分類された深鉢形土器の破片である。同図７は，「く」字

状に屈曲した口縁部片で，胴部は無文である。同図８はｅ種に比定され，条線文を施している。同

図９は縄文地に，沈線で区画している。

� 群 土 器 �群土器は１点だけ図化した。図１０－６は，加曾利Ｂ�式土器で，口縁端部に縄文

帯が施され，端部には三角形状の突起が付けられている。蛍光Ｘ線分析の結果，外面の無文部に

は，ベンガラを塗付していたことが分かった。上平Ａ遺跡にて確認した赤色顔料については，平成

１６年の２次調査時に遺物包含層から出土した使用痕跡の確認できない平石に水銀朱が付着していた

ことが分かっている（松本２００５．第１編図３６－１０）。

石器・石製品 図１１－１～１０に示した１０点が包含層中から出土した石器・石製品のすべてであ

る。同図１・２はいずれも石匙で，２点ともつまみを有する。同図１は縦型石匙，２は横型石匙

で，いずれも器面に加えられた調整剥離を片面に施している。同図３・４は２次加工のある硬質頁

図１０ 遺物包含層出土遺物（３）

第５編 上平Ａ遺跡
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０� １０㎝�
（1/3）�

０� ５㎝�
（1/2）�

1～7

8～10

１（Ｇ１７‐４ＬⅠ）�
　長　：６.１㎝�
　幅　：２.３㎝�
　重　：７.６ｇ�
石質：硬質頁岩�

４（Ｅ１９‐１ＬⅡ）�
　長　：　［２.３］　㎝�
　幅　：　［２.２］　㎝�
　重　： ４.５ｇ�
石質：硬質頁岩�

５（Ｅ１８‐２ＬⅡ）�
　長　：　［４.６］　㎝�
　幅　：　［２.６］　㎝�
　重　： １３ｇ�
石質：流紋岩�

６（Ｉ１５‐２撹乱）�
　長　：　［３.５］　㎝�
　幅　：　［１.８］　㎝�
　重　： ３.４ｇ�
石質：流紋岩�

８（Ｆ１８‐１ＬⅡ）�
　長　：　［９.８］　㎝�
　幅　：　［７.３］　㎝�
　重　： ５００ｇ�
石質：花崗岩�

９（Ｅ１８‐２ＬⅢ）�
　長　：　１５.６　㎝�
　幅　：　　８.２　㎝�
　重　：　　１.２　㎏�
石質：流紋岩�１０（Ｅ１８‐４ＬⅡ）�

　長　：　［９.０］］　㎝�
　幅　：　［６.１］　㎝�
　重　： ２８７ｇ�
石質：流紋岩�

７（Ｆ１７‐３ＬⅢ）�
　長　：　（３.０）㎝�
　幅　： １.４㎝�
　重　： ３.８ｇ�
石質：滑石�

２（Ｅ１９‐１ＬⅡ）�
　長　：２.９㎝�
　幅　：４.０㎝�
　重　：４.０ｇ�
石質：珪質頁岩�

３（Ｅ１８‐４ＬⅡ）�
　長　：　［３.７］　㎝�
　幅　：　［３.０］　㎝�
　重　： ９.３ｇ�
石質：硬質頁岩�

凹み・敲打範囲�

岩の剥片，同図５・６は流紋岩の剥片である。同図８～１０は磨石・凹石で，９・１０の表面中央はわ

ずかに窪んでいる。同図８・９は側面を用いて敲打している。同図７は滑石製の�状耳飾りで，片

側が欠損している。形状はほぼ円形，色調は白色で，全体に丁寧な研磨が施されている。上部には

補修孔を穿ち，中央の孔とともに擦り切り穿孔の痕跡が見られる。 （阿 部）

図１１ 遺物包含層出土遺物（４）

第５節 遺物包含層
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第３章 ま と め

上平Ａ遺跡の４次調査成果に加えて１～３次調査成果から，段丘南側で確認された縄文時代前期

前葉についてまとめてみる。上平Ａ遺跡の段丘南側では，平成１４年の１次調査，平成１６年の２次調

査，平成１７年の３次調査そして今回の４次調査の成果から，主体となる時期は縄文時代前期前葉

で，概ね大木１式期と考えている。

出土遺物から縄文時代前期とされた遺構については，竪穴住居跡３１軒（ＳＩ１～１７・１９～２４・２６

～３３），竪穴状遺構３基（ＳＸ１～３），土坑２１基（ＳＫ１１・１４・１８・１９・２１・２６・３０～３４・３９・４１・

４３・４７・４９・５５・６４・１０４～１０６），集石遺構４基（ＳＳ１～４）である。縄文時代前期の住居跡は，南

北約１００ｍ，東西約６０ｍの範囲に比較的密集し，ほとんど重複することなく造られていた。この範

囲については，１次調査において「広場」として推定された部分については等高線から判断すると，

個々が尾根に相当する箇所であったために，圃場整備の際に大きく削平され，遺構が失われたこと

により一見広場のように見えていた可能性が高いと考えている（松本他２００５）。また，段丘の南端部

においては，ほぼ東西に延びる浅いくぼ地を集落の境とし，その北側に当該期の遺構を造っている。

住居跡の平面形は隅丸方形ないし長方形を基調としたものが主体で，２３軒（ＳＩ１・２・４～１０・

１２・１４～１６・２０・２１・２３・２４・２６～２９・３２・３３）を数える。主柱穴は，床面中央に１個配置された住

居跡は９軒（ＳＩ７・６・１２・２０・２１・２２・２６・３０・３３），２個の主柱穴を配置したものは４軒（ＳＩ

１・１９・２３・２９），周壁際または外側に小穴が巡るものは４軒（ＳＩ９・１３・２７・２８）確認できる。

２１基の土坑のうち１０基（ＳＫ１４・１９・２１・３０・３１・３４・３９・４７・５５・１０６）については，規模と断

面形状から縄文時代前期の貯蔵穴と考えている。１０基の貯蔵穴は他の土坑・住居跡との重複はほと

んどなく，散在して造られている。４基の集石遺構は，ボイルストーンもしくは石蒸しといった調

理法が考えられる遺構である。特にＳＳ１周囲には，三角形状に配置された３個の小穴が確認され

たことから，上屋を伴った可能性が高いと考えている（山内他２００３）。

遺物については，器面を地文のみで構成した深鉢形土器の破片が多く出土している。地文はルー

プ文，単節斜縄文，無結節羽状縄文そして組紐文が大半を占め，コンパス文などの意匠文はごく少

量認められる。土器以外に包含層からは，小型の板状土偶片１点や�状耳飾片１点，小型の磨製石

斧１点，石匙などごく少量の土製品，石器・石製品が出土している。 （阿 部）

参 考 文 献

福島県教育委員会 １９９７『福島県内遺跡分布調査報告３』，２００３『福島県内遺跡分布調査報告９』

２００５『福島県内遺跡分布調査報告１１』

山内幹夫ほか ２００３『常磐自動車道遺跡調査報告３７』 福島県教育委員会

松本 茂ほか ２００５『常磐自動車道遺跡調査報告４１』，２００６『常磐自動車道遺跡調査報告４５』 福島県教育委員会

第５編 上平Ａ遺跡
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１ 調査区全景（１） ａ 調査前調査区近景（西から）
ｂ 調査区遠景（西上空から。平成１４・１６・１７・１８年度調査区合成）
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ａａ

ｂｂ

２ 調査区全景（２） ａ 調査区遠景（南上空から）
ｂ 調査区近景（西から）
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ａａ

ｂｂ

ｃｃ

３ 基本土層，２２号住居跡 ａ 基本土層１（南東から）
ｂ 基本土層２（東から）
ｃ ２２号住居跡（東から）
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ｂｂ ｃｃ

ｄｄ ｅｅ

４ ２２号住居跡，２５・１０４～１０６号土坑 ａ ２２号住居跡土層（東から）
ｂ ２５号土坑（北から） ｃ １０４号土坑（南東から）
ｄ １０５号土坑（南から） ｅ １０６号土坑（南から）

５ 出土遺物

１１－２ １１－７

８－８
８－１ ８－４
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は じ め に

本報告では，福島県浪江町朴�Ｃ遺跡で確認

された，平安時代の木炭窯跡から出土した木炭

について株式会社加速器分析研究所に依頼し，

放射性炭素年代測定（ＡＭＳ法）を実施し，表１

の結果が報告された。

分析試料は，試料番号ＦＫＳ１～３の合計３

点である。

なお，分析試料の来歴等については，出土場

所，出土場所の緯度経度，試料の大きさと重さ

以外は分析の客観性を担保するために加速器分

析研究所には知らせていない。

１．測定目的と測定対象試料

１４C年代測定によって遺構の操業時期を明ら

かにしたい。測定対象試料は，８号木炭窯跡

（ＳＣ８）の底面から出土した木炭（試料番号Ｆ

ＫＳ１），７号木炭窯跡（ＳＣ７）の底面から出

土した木炭（試料番号ＦＫＳ２），４号木炭窯跡

（ＳＣ４）の底面から出土した木炭（試料番号Ｆ

ＫＳ３の合計３点である。測定部位は，材にあ

る維管束の中心部分である。

２．化学処理および測定方法

１）試料から不純物を物理的，化学的（ＡＡ

Ａ処理）に除去する。

２）試料を酸化銅１gと共に石英管に詰め，

真空下で封じ切り，５００℃で３０分，８５０℃で

２時間加熱する。真空ラインで二酸化炭素

を精製し，鉄を触媒として炭素のみを抽出

する。炭素を内径１�のカソードに詰め，

ホイールにはめ込み，加速器に装着する。

３）３ＭＶタンデム加速器をベースとし

た１４C-AMS専用装置（NECPelletron９SDH

－２）を使用し，測定する。また，１３C/１２C

の測定も同時に行う。測定では，米国国立

標準局（ＮＩＳＴ）から提供されたシュウ酸

（HOx�）を標準試料とする。この標準試

料とバックグラウンド試料の測定も同時に

実施する。

３．算 出 方 法

１）年代値の算出には，Libby の半減期

５，５６８年を使用した。

２）過去における大気中の炭素１４濃度が定で

あったと仮定し，１，９５０年を基準年とする。

３）誤差は，複数回の測定値について χ２検定

を行い，測定値が１つの母集団とみなせる

場合には測定値の統計誤差から求め，みな

せない場合には標準誤差から求められる。

４）δ１３C の値は，ＡＭＳ測定の場合に同時に

測定される δ１３C の値を用いた。

５）１４C年代値と誤差は，１桁目を四捨五入

して１０年単位で表示される。

６）較正暦年代計算では IntCal０４データベー

ス（Reimeretal２００４）を用い，OxCalv３．１０

較正プログラム（BronkRansey１９９５

Bronk Ransey２００１）を使用した。

付編１ 福島県双葉郡浪江町朴�Ｃ遺跡出土
木炭の放射性年代測定結果

株式会社加速器分析研究所
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４．測 定 結 果

８号木炭窯跡（ＳＣ８）出土の木炭（試料番号

ＦＫＳ１）では７３０±３０yrBP，７号木炭窯跡（Ｓ

Ｃ７）出土の木炭（試料番号ＦＫＳ２）では１，２５０

±３０yrBP，そして４号木炭窯跡（ＳＣ４）出土

の木炭（試料番号ＦＫＳ３）が１，１００±３０yrBP

の１４C 年代である。

暦年較正年代（１σ＝６８．２％）は，８号木炭窯

跡出土試料で１，２５５ＡＤ～１，２９０ＡＤである。７

号木炭窯跡出土試料では６８０ＡＤ～７８０ＡＤ

（６３．２％）・７９０ＡＤ～８１０ＡＤ（５．０％）である。

４号木炭窯跡出土試料では，８９５ＡＤ～９２０ＡＤ

（２４．８％）・９４０ＡＤ～９８５ＡＤ（４３．４％）である。

化学処理および測定内容に問題は無く，妥当

な年代と考えられる。

参 考 文 献

Bronk Ramsey C.１９９５Radiocarbon calibration and analy-

sis of stratigraphy : the OxCal Program, Radiocarbon,

３７（２）４２５－４３０.

Bronk Ramsey C.２００１Development of the Radiocarbon

Program OxCal, Radiocarbon, ４３（２Ａ）３５５－３６３.

Bronk Ramsey C., J. van der Plicht and B. Weninger

２００１ 'Wiggle Matching' radiocarbon dates, Radiocarbon,

４３（２Ａ）３８１－３８９.

Reimer et al. ２００４ IntCal０４ terrestrial radiocarbon age

calibration, ０－２６cal kyr BP. Radiocarbon４６,１０２９－１０５８.

試料番号 遺跡名 遺構 層 位 形 態 Libby Age
（yrBP）

δ１３C（‰）
（加速器） ∆１４C（‰） pMC（％）

FKS１ 朴�C ８号木炭窯跡 底 面 木 炭 ７３０±３０ －２５．６５±０．８６ －８７．３±３．５ ９１．２７±０．３５

FKS２ 朴�C ７号木炭窯跡 底 面 木 炭 １２５０±３０ －２３．６４±０．７５ －１４３．９±３．２ ８５．６１±０．３２

FKS３ 朴�C ４号木炭窯跡 底 面 木 炭 １１００±３０ －２３．６６±０．７５ －１２７．７±３．３ ８７．２３±０．３３

試料番号
出土遺構

δ１３C の補正無し 暦年較正
年代用
（yrBP）

暦年較正年代（１σ） 暦年較正年代（２σ）
δ１４C（‰） pMC（％） Age（yrBP）

FKS１
８号木炭窯跡 －８８．５±３．２ ９１．１５±０．３２ ７４０±３０ ７３３±３１ １２５５AD－１２９０AD（６８．２％）１２２０AD－１３００AD（９５．４％）

FKS２
７号木炭窯跡 －１４１．５±２．９８５．８５±０．２９ １２３０±３０ １２４８±３０ ６８０AD－７８０AD（６３．２％）７９０AD－８１０AD（５．０％）６７０AD－８７０AD（９５．４％）

FKS３
４号木炭窯跡 －１２５．４±３．１８７．４６±０．３１ １０８０±３０ １０９７±３０ ８９５AD－９２０AD（２４．８％）９４０AD－９８５AD（４３．４％）８８０AD－１０２０AD（９５．４％）

表１ 放射性炭素年代測定結果

表２ 暦年較正年代

図１ 暦年補正結果
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本報告では，福島県浪江町原Ｂ遺跡で出土し

た煙管の軸部分と，朴�Ｃ遺跡で確認された平

安時代の木炭窯跡から出土した木炭について株

式会社古環境研究所に依頼し，樹種同定を実施

し，結果が報告された。

表１中の試料番号ＦＫＳ１～３の年代につい

ては，付編１で前述した放射性炭素年代測定を

併せて実施したものを記した。

１．は じ め に

木材は，セルロースを骨格とする木部細胞の

集合体であり，解剖学的形質から，概ね属レベ

ルの同定が可能である。木材は，花粉などの微

化石と比較して移動性が少ないことから，比較

的近隣の森林植生の推定が可能であり，遺跡か

ら出土したものについては，木材の利用状況や

流通を探る手がかりとなる。

２．試 料

試料は，原B遺跡より出土した近世～近代の

羅宇（らう），所謂煙管（きせる）の軸部分１点

と，朴�C遺跡より出土した平安時代の炭化材

５点の計６点である。

３．方 法

試料のうち，炭化材は試料を割折して新鮮な

横断面（木口と同義），放射断面（柾目と同義），

接線断面（板目と同義）の基本三断面の切片を作

製し，落射顕微鏡によって５０～１，０００倍で観察

した。木材については，試料の横断面（木口と同

義），放射断面（柾目と同義），接線断面（板目と

同義）の基本三断面を，生物顕微鏡によって４０

～１，０００倍で観察した。また，同定は，解剖学的

形質および現生標本との対比によって行った。

４．結 果

結果は表１に示し，主要な分類群の顕微鏡写

真を示す。以下に同定の根拠となった特徴を記

す。

コナラ属コナラ節 （Quercus sect. Prinus ブ

ナ科 写真１－１）

横断面：年輪のはじめに大型の道管が，１～

数列配列する環孔材である。晩材部では薄壁で

角張った小道管が，火炎状に配列する。早材か

ら晩材にかけて道管の径は急激に減少する。

放射断面：道管の穿孔は単穿孔で，放射組織

は平伏細胞からなる。

接線断面：放射組織は同性放射組織型で，単

列のものと大型の広放射組織からなる複合放射

組織である。

以上の形質よりコナラ属コナラ節に同定され

る。コナラ属コナラ節にはカシワ，コナラ，ナ

ラガシワ，ミズナラがあり，北海道，本州，四

国，九州に分布する。落葉高木で，高さ１５m，

径６０�ぐらいに達する。材は強靭で弾力に富

み，建築材などに用いられる。

コナラ属クヌギ節 （Quercus sect.Aegilops

ブナ科 写真１－２）

横断面：年輪のはじめに大型の道管が，１～

数列配列する環孔材である。晩材部では厚壁で

付編２ 福島県双葉郡浪江町原B遺跡，朴�C遺跡出土
炭化材・木炭の樹種同定結果

株式会社古環境研究所
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丸い小道管が，単独でおよそ放射方向に配列す

る。早材から晩材にかけて道管の径は急激に減

少する。

放射断面：道管の穿孔は単穿孔で，放射組織

は平伏細胞からなる。

接線断面：放射組織は同性放射組織型で，単

列のものと大型の広放射組織からなる複合放射

組織である。

以上の形質よりコナラ属クヌギ節に同定され

る。コナラ属クヌギ節にはクヌギ，アベマキな

どがあり，本州，四国，九州に分布する。落葉

の高木で，高さ１５m，径６０�に達する。材は強

靭で弾力に富み，器具，農具などに用いられる。

タケ亜科 （Bambusoideae イネ科 写真１

－３）

横断面：基本組織である柔細胞の中に並立維

管束が不規則に分布する。並立維管束は木部と

師部からなり，その周囲に維管束鞘が存在する。

放射断面及び接線断面：柔細胞及び維管束，

維管束鞘が桿軸方向に配列している。

以上の形質よりタケ亜科に同定される。

４．所 見

同定の結果，朴�Ｃ遺跡より出土した炭化材

は，コナラ属コナラ節３点，コナラ属クヌギ節

２点であった。コナラ属コナラ節は，温帯を中

心に広く分布する落葉高木で，日当たりの良い

山野に生育する。ミズナラなどの冷温帯落葉広

葉樹林の主要構成要素や暖温帯性のナラガシ

ワ，二次林要素でもあるコナラなどが含まれ

る。コナラ属クヌギ節にはクヌギとアベマキが

あり，温帯に広く分布する落葉広葉樹で乾燥し

た台地や丘陵地に生育し二次林要素でもある。

いずれも二次林要素である可能性が高く，当時

遺跡周辺に生育し，近隣からか地域内の流通で

もたらすことができる樹種であったとみなされ

る。

原B遺跡より出土した羅宇（らう）は，タケ亜

科であった。江戸時代，煙管（きせる）の羅宇

は，一般的にタケが用いられる。

参 考 文 献

佐伯浩・原田浩 １９８５『針葉樹材の細胞．木材の構造』

文永堂出版 p．２０－４８

佐伯浩・原田浩 １９８５『広葉樹材の細胞．木材の構造』

文永堂出版 p．４９－１００

島地謙・伊東隆夫 １９８８『日本の遺跡出土木製品総覧』

雄山閣 p．２９６

山田昌久 １９９３『植生史研究特別第１号』「日本列島にお

ける木質遺物出土遺跡文献集成」植生史

研究会 p．２４２
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横断面 ：０．４� 放射断面 ：０．２� 接線断面 ：０．２�
１．ＦＫＳ１ ＳＫ３ 木炭 朴�Ｃ コナラ属コナラ節

横断面 ：０．４� 放射断面 ：０．２� 接線断面 ：０．２�
２．ＦＫＳ５ ＳＣ２ 木炭 朴�Ｃ コナラ属クヌギ節

横断面 ：０．４ 放射断面 ：０．２� 接線断面 ：０．４�
３．ＦＫＳ６ Ｈ９ らう 原Ｂ タケ亜科

試料番号 遺構名 試 料 遺跡名
Libby Age
（yrBP）

結果（学名／和名）

FKS１ ８号木炭窯跡 木 炭 朴�C ７３０±３０ Quercus sect.Prinus コナラ属コナラ節

FKS２ ７号木炭窯跡 木 炭 朴�C １２５０±３０ Quercus sect.Aegilops コナラ属クヌギ節

FKS３ ４号木炭窯跡 木 炭 朴�C １１００±３０ Quercus sect.Prinus コナラ属コナラ節

FKS４ １号木炭窯跡 木 炭 朴�C － Quercus sect.Prinus コナラ属コナラ節

FKS５ ２号木炭窯跡 木 炭 朴�C － Quercus sect.Aegilops コナラ属クヌギ節

FKS６ H９グリッド ら う 原B － Bambusoideae タケ亜科

写真１ 原B遺跡，朴�C遺跡出土炭化材・木炭

表１ 原B遺跡，朴�C遺跡における樹種同定結果
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本報告では，福島県浪江町朴�Ｃ遺跡の平安

時代の木炭窯跡周辺から出土した鉄滓について

ＪＦＥテクノリサーチ株式会社に依頼し，化学

分析を実施し，結果が報告された。

１．は じ め に

福島県双葉郡浪江町に所在する朴�Ｃ遺跡か

ら出土した鉄関連遺物について，学術的な記録

と今後の調査のための一環として化学成分分析

を含む自然科学的観点での調査を依頼された。

調査の観点として，出土鉄滓の化学成分分析，

外観観察，ミクロ組織観察，Ｘ線回折調査に基

づき，試料の製造工程上の位置づけおよび始発

原料などを中心に調査した。その結果について

報告する。

２．調査項目および試験観察方法

（１） 調 査 項 目

調査試料の記号，出土遺構・注記および調査

項目を表１に示す。

（２） 調 査 方 法

（�） 重量計測，外観観察及び金属探知調査

試料重量の計量は電子天秤を使用して行い，

少数点２位で四捨五入した。各種試験用試料を

採取する前に，試料の外観を�単位まであるス

ケールを同時に写し込みで撮影した。試料の出

土位置や試料の種別等は提供された試料に準拠

した。

着磁力調査については，直径３０�のリング状

フェライト磁石を使用し，６�を１単位として

３５�の高さから吊した磁石が動きは始める位置

を着磁度として数値で示した。遺物内の残存金

属の有無は金属探知機（ＭＣ：metal checker）

を用いて調査した。金属検知にあたっては参照

標準として直径と高さを等しくした金属鉄円柱

（１．５�φx１．５�H，２．０�φx２．０�H，５�φx５

�H，１０�φx１０�H，１６�φx１６�H，２０�φx２０

�H，３０�φx３０�H）を使用し，これとの対比

で金属鉄の大きさを判断した。

（�） 化学成分分析

化学成分分析は鉄鋼に関する JIS 分析法に準

じて行っている。

・ 全鉄（T.Fe）：三塩化チタン還元－二クロ

ム酸カリウム滴定法。

・ 金属鉄（M.Fe）：臭素メタノール分解－

EDTA滴定法。

・ 酸化第一鉄（FeO）：二クロム酸カリウム滴

定法。

・ 酸化第二鉄（Fe２O３）：計算。

・ 化合水（C.W．）：カールフィッシャー法。

・ 炭素（C），イオウ（S）：燃焼－赤外線吸収

法。

・ ライム（CaO），酸化マグネシウム（MgO），

酸化マンガン（MnO），酸化ナトリウム

付編３ 福島県双葉郡浪江町朴�C遺跡出土
鉄滓の化学分析結果

ＪＦＥテクノリサーチ株式会社

資料番号
遺跡出土
地点層位

試料種別 着磁度 MC反応 外観写真 化学成分 組織写真 X線回折

１ 朴�C遺跡
７号木炭窯跡
かき出し層

含鉄製錬
滓の鉄部

○ ○ ○ ○ ○ ○

２
含鉄製錬
滓の滓部

○ ○ ○ ○ ○ ○

表１ 調査試料・調査項目
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測 定 装 置 理学電気株式会社製 ロータフレックス（RINT－１５００型）

測 定 条 件

� 使用X線 Co-Kα（波長＝１．７９０２１Å）
� Kβ線の除去 グラファイト単結晶モノクロメーター

� 管電圧・管電流 ４８kV・２００mA

� スキャニング・スピード ４．０゚ ／min

� サンプリング・インターバル ０．０２０゚

� D.S．スリット １゜

� R.S．スリット ０．１５�
	 S.S．スリット １゜


 検出器 シンチレーション・カウンター

（Na２O），珪素（Si），マンガン（Mn），リン

（P），銅（Cu），ニッケル（Ni），コバルト

（Co），アルミニウム（Al），ヴァナジュム

（V），チタン（Ti）：ICP 発光分光分析法。

・ シリカ（SiO２），アルミナ（Al２O３），酸化カル

シウム（CaO），酸化マグネシウム（MgO），

二酸化チタン（TiO２），酸化リン（P２O５），酸

化カリウム（K２O）：ガラスビード蛍光X

線分析法。

但しCaO，MgO，MnOは含有量に応じて

ICP分析法またはガラスビード蛍光X線分

析法を選択。

・ 酸化ナトリウム（Na２O）：原子吸光法。

なお，鉄滓中成分は，１８成分（全鉄T.Fe，

金属鉄M.Fe，酸化第一鉄FeO，酸化第二

鉄Fe２O３，シリカSiO２，アルミナAl２O３，ラ

イムCaO，マグネシアMgO，酸化ナトリ

ウムNa２O，酸化カリウムK２O，二酸化チ

タンTiO２，酸化マンガンMnO，酸化リン

P２O５，コバルトCo，化合水C.W．，炭素

C，ヴァナジウムV，銅Cu）を化学分析し

ている。分析は各元素について分析し，酸

化物に換算して表示している。

（�） 顕微鏡組織観察
試料の一部を切り出し樹脂に埋め込み，細か

い研磨剤などで研磨（鏡面仕上げ）する。炉壁・

羽口・粘土などの鉱物性試料については顕微鏡

で観察しながら代表的な鉱物組織などを観察

し，その特徴から材質，用途，熱履歴などを判

断する。滓関連試料も炉壁・羽口などと同様の

観察を行うが特徴的鉱物組織から成分的な特徴

に結びつけ製・精錬・鍛造工程の判別，使用原

料なども検討する。金属鉄はナイタール（５％

硝酸アルコール液）で腐食後，顕微鏡で観察し

ながら代表的な断面組織を拡大して写真撮影

し，顕微鏡組織および介在物（不純物，非金属

鉱物）の存在状態等から製鉄・鍛冶工程の加工

状況や材質を判断する。原則として１００倍およ

び４００倍で撮影を行う。必要に応じて実体顕微

鏡（５倍～２０倍）による観察もする。

（�） Ｘ線回折測定
試料を粉砕して板状に成形し，X線を照射す

ると，試料に含まれている化合物の結晶の種類

に応じて，それぞれに固有な反射（回折）された

特性X線を検出（回折）できることを利用して，

試料中の未知の化合物を同定することができ

る。多くの種類の結晶についての標準データが

整備されており，ほとんどの化合物が同定され

る。

３．調査結果および考察

分析調査結果を図１～６，表１～４にまとめ

て示した。表１には調査試料と調査項目をまと

めた。表２～表３には試料の化学成分分析結果

をそれぞれ示す。鉱物組織の英文，化学式は一

括して表４に示した。

各試料の調査結果をまとめ，最も確からしい

推定結果を最後にまとめる。以下，試料の番号

順に述べる。
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試 料 番 号１（含鉄鉄滓）

外 観（写真１） 重量５０．３g，長さ５０．９

�，幅４４．６�，厚さ２４．６�。ややガラス質の光
沢のある黒色の滓である。凹凸が顕著で土砂が

窪みに深く侵入している。試料の中央に１０�以
上で１６�以下のメタル反応があり，着磁度は全
体に強く４～５である。

試料中央から切り出したメタル部分について

は「試料番号１」とし，滓部分を「試料番号

２」とする。

顕微鏡組織（写真１） 鉄塊は鉄銹と滓に覆

われており，空隙も多く加工を受けた形跡はな

い。写真１右上には５倍のマクロ組織写真を，

写真１左下には金属鉄部分の５倍の顕微鏡組織

の上側を１００倍と，４００倍にして示した。結晶粒

界と元のオーステナイト粒の癖開面に沿って初

析のフェライトが析出し，基地はパーライト組

織（フェライト（炭素をほとんど含まない α鉄）

とセメンタイト（Fe３C）の層状組織）になってお

り，亜共析（C＜０．８％）鋼の組織である。顕微

鏡組織ではCは０．５から０．６％程度と思われる。

場所により炭素濃度に大きな差のある試料であ

る。

化 学 成 分（表３） Cは０．４８％で亜共析鋼の

範囲にある。SiやAlなどのほとんど還元されな

い成分が分析されているが分離しきれなかった

滓成分に起因するとおもわれる。

試 料 番 号２（試料番号１の滓部分）

外 観 前述した。

顕微鏡組織（写真１） 滓はガラス化してお

り，写真１右下ではガラス質の中に短く切れた

短冊状のイルメナイト（FeO･TiO２）が観察され，

始発原料が高TiO２砂鉄である製鉄滓がガラス

化していると思われる。顕微鏡組織からは高

TiO２砂鉄の製錬滓がガラス化していると判断

できる。

Ｘ線回折結果（図５・６） 試料がガラス質で

あるため結晶相が少なく強い回折線は少ない。

図５では石英とマグネタイトの回折線が明瞭に

見られ，ウルボスピネル，シュードブルッカイ

ト（Pseudobrookite : FeO・２TiO２），ゲーサイ

ト，金属鉄が確認される。シュードブルッカイ

トのような非常にTiO２の高い鉱物相は高TiO２

砂鉄の製錬滓に特有のもので本試料は製錬滓と

判断できる。図６もガラス質のため強い回折ピ

ークはない。ファイヤライトとウルボスピネ

ル，石英の中程度の回折線が観察される。その

ほかにはマグネタイト，ウスタイト，ヘマタイ

ト，ゲーサイト，金属鉄などの存在が確認でき

る。いずれも石英が確認できることから滓と炉

壁が反応してガラス化している可能性が考えら

れる。

化 学 成 分（表２） 本試料には金属鉄が

７．０６％と多量に混入しているため，滓の性格を

資料番号 C Si Mn P S Cu Ni Co Al V Ti Ca Mg
１ ０．４８ ０．０１６ ０．００１ ０．３６ ０．０４９ ０．０１８ ０．０４５ ０．１２ ０．００５ ０．００４ ０．００２ ０．００４ ０．００１

資料番号 TiO２ MnO P２O５ Co C.W. C V Cu
TiO２/ MnO/ 造滓

成分％T.Fe TiO２
２ ５．７７ ０．２２ ０．４６８ ０．０２６ １．８９ ０．４５ ０．０４ ０．００８ ０．１５２ ０．０３８ ４３．７１
２＊ ６．２１ ０．２４ ０．５０４ ０．０２８ ２．０３ ０．４８４ ０．０４３ ０．００９ ０．１８７ ０．０３８ ４７．０３

資料番号 T.Fe M.Fe FeO Fe２O３ SiO２ Al２O３ CaO MgO Na２O K２O
比率（％）

FeO Fe２O３
２ ３７．９ ７．０６ ５．３５ ３８．１ ３２．２ ７．６ １．５９ ０．８２ １ ０．５ １２．３ ８７．７
２＊ ３３．２ ０ ５．７６ ４１ ３４．６ ８．１８ １．７１ ０．８８ １．０８ ０．５４ １２．３ ８７．７

表２ 鉄塊遺物の化学成分分析結果
（％）

表３ 鉄滓の化学成分分析結果
（％）

※ 「試料番号２＊」は「資料番号２」の金属鉄（M.Fe）を０％に補正した成分である
（％）

※ C.W．＝化合水，造滓成分＝SiO２＋Al２O３＋CaO+MgO+Na２O+K２O
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検討する目的で金属鉄を０％に補正した分析値

を「試料番号２＊」と記した。以下，「試料番号

２＊」を用いて検討する。全鉄３３．２％で，FeO

は５．７６％，Fe２O３は４１．０％である。SiO２は３４．７％

と多く，Al２O３は８．１８％である。結合水は２．０３％

含まれており，ゲーサイトなどの銹化鉄が相当

含まれている。したがって，全鉄分（T.Fe）に

金属鉄が銹化して生成した本来は滓ではない鉄

分が含まれているので滓のT.Fe は３３．２％より

もさらに低いはずである。TiO２は６．２１％含まれ

ており始発原料は砂鉄と見られる。CaO は

１．７１％，MgOは０．８８％含まれている。造滓成

分量（SiO２＋Al２O３＋CaO+MgO+Na２O+K２O）は

４７．０３％である。FeOn-SiO２－TiO２の３元系に換

算するとそれぞれ５３．４％，３９．５％，７．１％とな

り，図４に示した平衡状態図では，クリストバ

ライト（石英の高温型）の位置にありガラス質滓

であることと一致する（図中灰色丸印）。

図１ 出土鉄滓類の全鉄量と
二酸化チタン量の分布図

図２ 製錬滓と鍛冶滓の分類

＋砂鉄製錬滓

△精錬鍛冶滓

▲▲鍛錬鍛冶滓

＊鉱石製錬滓（文献値）

○炉壁付着滓

●朴�C遺跡

■浪江町太刀洗遺跡・
大熊町上平A遺跡

図３ 砂鉄系鍛冶滓と鉱石系製錬滓の分類 図４ FeOn-TiO２－SiO２系平衡状態図

図５ X線回折結果図（１） 図６ X線回折結果図（２）
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鉄滓の化学成分の特徴から製鉄工程の位置づ

けを検討する図１～３で見ると図１，図２では

製錬滓の位置にある。図３では精錬鍛冶滓の端

にあるが実際のT.Fe がもっと小さいことを考

慮するとおそらく製錬滓の方向になる。

以上の結果を総合すると本試料は高TiO２砂

鉄を始発原料とする含鉄製錬滓と推察される。

４．ま と め

調査した試料は１個のみである。本試料には

非常にTiO２が高い鉱物相が確認され含鉄製錬

滓と推察された。

試試料料外外概概 鉄鉄組組織織××５５

鉄鉄組組織織××１１００００ 鉄鉄組組織織××４４００００ 滓滓組組織織××１１００００ 滓滓組組織織××４４００００

写真１ 鉄滓外観写真・顕微鏡組織写真

鉱物組織名（和） 鉱物名（英） 化学式 偏光顕微鏡観察状況

ヘマタイト Hematite α-Fe２O３ 赤褐色～赤紫色

マグネタイト Magnetite Fe３O４ 白青色，四角または多角盤状

ウスタイト Wustite FeO 灰白色，繭玉状または樹枝状

ファイヤライト Fayalite ２FeO･SiO２ 薄い青灰色，短冊状の長い結晶

ウルボスピネル Ulvospinel ２FeO･TiO２ 白色，四角～角形板状結晶

イルメナイト Ilmenite FeO･TiO２ 白色，針状・棒状の長い結晶

シュードブルッカイト Pseudobrookite FeO・２TiO２ 白色，針状の結晶

ハーシナイト Hercynite FeO･Al２O３ ウスタイト中に析出，ごま粒状。

ゲーサイト Goethite α-FeOOH 白～黄色，リング状が多い。

レピドクロサイト Lepidocrocite γ-FeOOH

石英（シリカ） Silica α-SiO２ 白色～半透明

クリストバライト Cristobalite β-SiO２ 白色

表４ 鉄滓の顕微鏡鉱物組織とその観察状況
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